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2.凶 悪事犯 の背景 状況
攻撃性という点から犯罪 ・非行を考えると、
最近の事例では、「酒鬼薔薇聖斗 と名乗る少年















































3.子 ど もは親 を選 択で きない
ただ子ども側から言えば、こんな親は嫌いだ







































































心理 一社 会的課題 心理 一社会的様式
口 唇 期 乳 児 期 信 頼vs不 信 得 る ・返す
肛 門 期 前 児 童 期 自律性VS恥 ・疑惑 保つ ・手放す
男 根 期
(エデ ィプス期)
遊 戯 期 自発性VS罪 悪感 探求 ・模倣 ・遊び
潜 伏 期 学 童 期 勤 勉vs劣 等感 集める ・完成 する ・作 る
性 器 期
青 年 期 同一性VS拡 散 自分である ・ない
前 成 人 期 親 密vs連 帯 (仲間の中に 自分を失 い ・見 出す)
成 人 期 生産性VS吸 収 生み 出す ・世話する
成 熟 期 安全性VS絶 望 過去 に生きる ・死 に直面








判することで、親か らの支配と依存 を断ち切 り、
親を乗 り越えやす くしているとも考えられる。
つまり思春期 に親 に反発するのは、親 という























































図2青 年期の誕生 とその延長(福 島1992)







5.思 春 期の選択 と抑圧
以上のようなことから考えると、思春期にとっ
ては自己責任による 「選択」が必要となる時期





















によって主張 され た考 え方で、Lawrence,R.
(1998)に より紹介されている。
































6.7択 の 意 義
「選 択 」 の 重 要 性 を 説 い た の は 、Szondi,L.
(1893-1986)で あ る。彼 の思 想 は、 「人 生 は選
択 で あ り、 人 生 は そ の選 択 の 結 果 で あ る 」 とい
う こ とで あ る 。 人生 に は多 くの 選 択 の機 会 が あ
る。 考 えて み る と毎 日は、 朝 起 きて か ら夜 寝 る
ま で、 「あ れ に す るか 、 これ に す る か」 とい っ



























































る。Szondi,L.は 「選択」の重要性 を認識 して
理論を構築したわけである。






























































念が作用 して、「勝ち ・負け」 といった単純で、
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